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街を「体験」に変える。
参加型ローカルマップ・
プラットフォーム
「MeguroCal」

東京都立産業技術大学院大学 田部井PT 目黒区チーム

東京都目黒区

データで掘り起こす“知られざる目黒の魅力”の再発見と発信

アイデア名

チーム名

該当する⾃治体名

⾃治体提⽰の地域課題

COG2025 アイデア提案書
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本提案の
基本的な
考え方

提案する
アイデア
の内容

1. アイデアの全体像
COG 2025 目黒区 x 東京都立産業技術大学院大学 

区民がクリエイターとなり、街を「体験」に変える。

参加型ローカルマップ・プラットフォーム「MeguroCal」

本プロジェクトでは、目黒区が挙げている「魅力の可視化」「多様な情報源の利活用」「区民視点

の発信」といった課題に対して、区民が観光ルートを自ら構築し、訪街者に対して提案するローカ

ルマップ・プラットフォーム「MeguroCal」を提案する。

目黒区の「歩きやすさ（Walkability）」と「“知られざる目黒の魅力”」をかけ合わせ、区民参加型

で観光ルートを編集・発信するデジタルプラットフォームを構築する。

有名なスポットへの「点」での訪問で終わらせず、区民だけが知る路地や名店、風景を繋ぎ合わせ

たストーリーのあるルートを「線」として可視化する。

街中に設置されたQRコードを通じ、行動のきっかけ（ナッジとゲーミフィケーション）を仕掛け

ることで、思わず「次の場所に行きたくなる」「楽しみながら歩く」探索体験を提供し、健康増進

と地域活性化の循環を同時に実現する。

What（何を）

サービス名：区民参加型ローカルマップ・プラットフォーム「MeguroCal」

活動内容

「推しルート」のデジタル化：区民や通勤・通学者がクリエイターとなって、自分の好きな目黒区

の風景・店・歴史を繋いだ散策ルート（例：7つのスポットを紹介する「目黒七福ルート」、目黒

の坂を踏破する「目黒・坂コンプ」）を作成する。ガイドブックには載らないリアルな情報をプラ

ットフォーム上で公開し、街の新たな魅力を可視化する。

「歩きたくなる」仕掛け：スタート地点となる商店街や公園などの「いつもの場所」にQRコード

のチェックポイントを設置。チェックイン時に「5分歩けば、昭和レトロな喫茶店あり」「500m先

に穴場の桜スポット」といった、つい行ってみたくなるナッジ情報を提供し、予定外の回遊と歩行

を自然に誘発する。

「ディープな目黒」の体験：クリエイターが提供するローカルでニッチな情報は、定番スポットだ

けでは満足できない来街者の好奇心を刺激する強力なコンテンツとなる。これにより、「歩くほど

に発見がある街」として、目黒区の新しい都市ブランドを確立する。

新規性

行政が作った画一的なマップではなく、「生活者の視点」をユーザー生成コンテンツ（UGC）とし

て観光資源化する点

デジタル情報で物理的な「歩く行動」をデザインする点

Who（誰が）

企画・運営・検証：目黒区のサポートの元、都立産技大チームが実施

Who（誰に）

「伝える」区民

対象：目黒区に愛着を持つ在住者、在勤者、学生

提供価値

自身の「推し」情報を発信し、誰かに楽しまれることで、地域への愛着が高まる

ルート作成のための探索を通じて、自身も「つい歩いてしまう」健康習慣が身につく
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「体験する」訪街者・新規住民

対象：目黒川の桜などの定番スポットに来た観光客、まだ街に不慣れな新規転入者

提供価値

ガイドブックにない、リアルな「目黒」を知り、楽しむ

スポットを巡ることで、運動を意識せずとも自然と歩行量が増え、健康増進に繋がる

「場を提供する」地域事業者・行政

対象：区内の商店、飲食店、公共施設、地元企業

提供価値

QRコードのチェックポイントとなることで、目的外の新たな来客の獲得に繋がる

点と点が繋がることで、地域全体の賑わいを創出する

When（いつ）＆ Where（どこで）

目黒区に向かう前、到着したとき、訪れるサービス

いつもの場所で見つけた、QRコードを読んで、訪れるサービス
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プラットフォーム利用の流れ

How（どのように）

ナッジとゲーミフィケーションを用いたコンテンツの生成：

QRコードチェックインの実現

目黒区内各所にQRコードを設置

QRコードを読みたくなる小さな報酬を提示する

トリビア：そのスポットにまつわるエピソードを紹介する

限定コンテンツ：そのスポットにまつわる画像やスタンプを配布

歩きたくなる仕掛けづくり

QRコードを徒歩圏内に高密度に設置する

次のQRコードを探すように仕向ける提案を行う

ミッション提示：クイズ形式で次のスポットを紹介

スタンプラリー：図鑑のように訪問したスポットを記録していく

レコメンド：ユーザーの関心に近いスポットを提案する

続けてもらう仕組み

ルートはユーザー生成コンテンツ（UGC）として自動生成、Webで共有

ルートの人気度を競うランキング

ルートの独自性を評価するゲーム性

称号：アチーブメントごとに称号が入手でき、それを他人に表示することができる

記録：距離や時間など定量的な数字を記録し、比較できるようにする

自己分析：ルートの特徴を分析することで、自分の歩行特性を知ることができる

 図.プラットフォームによる
ルート生成

行き先検索

01

探索開始

02

QRチェックイン

03

探索終了

04

ルート生成/共有

05

次の行先提案

COG 2025 目黒区 x 東京都立産業技術大学院大学 
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理由の

ポイント

根拠と

裏付け

魅力分析：多様な観光資源と低い国際的認知の乖離

目黒区が令和3年に区民および、区外居住者に対して行った、目黒区のまちに対する区民等の意識調査

によると、区民は「桜並木など美しい景観がある」「みどりが充実している」などの緑地的価値を、

区外居住者は「魅力的な店舗が充実している」「魅力に感じる商店街がある」といった商業的価値を

高く評価しており、多彩な魅力が存在することが裏付けられている。

[1]

一方で、訪日外国人向け観光情報サイトであるJapan-Guide.comに掲載されている「Top attractions

in Tokyo 」の81件のリストの中には、目黒区のスポットが一つも掲載されていない。この事実は、目

黒区には魅力的な資源があるにも関わらず、対外的な発信やブランディングが不足していることを示

しており、「隠れた魅力を掘り起こし、可視化する仕組み」の導入が必要であることを示している。

[2]

2. アイディアの理由

「埋もれた観光資源」×「人流ポテンシャル」×「高いWalkability」

魅力と認知のギャップ：アンケート調査では区民・来街者が認める「緑」や「商業」の魅力がある

にも関わらず、国際的な観光認知度が低い状況にある。

都市構造のポテンシャル：人流データ分析に基づくと、目黒区は「暮らしに適したエリア」かつ

「区外からの訪問よりも区内からの外出が多いエリア」に分類される。一方で、区内全域が高い

「歩きやすさ（Walkability）」を備えた都市構造であり、各地の観光資源と合わせて「歩く楽し

さ」を提供できる「観光に適した街」のポテンシャルがある街と言える。

回遊型への変革：以上より、多様な魅力を区民発で可視化するプラットフォームを提供すること

で、通過する街から「回遊・滞在する街」へと変革できる確実な素地があると考えられる。

03

COG 2025 目黒区 x 東京都立産業技術大学院大学 

人流データ分析：「生活型」から「観光型」への移行ポテンシャル

第6回東京都市圏パーソントリップ調査 の大規模データを用いて、特徴量を抽出する主成分分析を行

い、その結果をポジショニングマップ*にプロットしたところ、現在の目黒区は暮らしに適した「生活

型」かつ区外への流出が区内への流入より多い「区外志向型」のエリアであると想定された。

[3]
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一方で、目黒区は文京区や台東区など、観光に適した「観

光型」エリアに隣接した位置にあり、周辺からの流入を受

け入れるポテンシャルを有していることが示唆される。

現状は「特定のスポット（例：目黒川の桜）だけを見て帰

る」状況と推測されるが、その周辺地域の魅力を提示する

ことによって、「観光型」かつ区内で回遊する「区内完結

型」のエリアへシフトすることが予測される。
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図.めぐの日記WEBサイト上で紹介されて
いるマッピング

図.めぐの日記おでかけマップに登場する
スポットのWalk Scoreの分布

歩きやすさ分析：サービス導入に適した都市構造

本提案の核となる「歩行」の実現可能性を検証するために、目黒区が公開するオープンデータカタロ

グから区報「めぐの日記 」掲載スポットの住所データを収集し、スポットごとのWalk Score （歩き

やすさの指標）を算出した。その結果、大半のスポットがWalk Score 81以上という極めて高い評価を

示した。これは、目的地までのアクセス性や周辺環境が高水準で整っていることを意味し、歩く動機

付けを導入するだけで、散策の促進効果が発揮される環境にあると推測される。

[4] [5]

図. 目黒区のポジショニングマップ
出典：第６回東京都市圏パーソントリップ調査を元に集計

*ポジショニングマップについて

本プロジェクトで、23区の買い物などの私事に関する活動

（トリップ）を分析した。分析にあたっては、各区の人口

に対する、1. 区内で完結するトリップの量、2. 区外からの

来訪トリップの量、3. 区内からの流出トリップの量を算

出、それらを主成分分析により次元削減し、各区を流入量

(生活型 vs 観光型)と流出量(区外志向 vs 区内完結)の軸で分

解した。

COG 2025 目黒区 x 東京都立産業技術大学院大学 

現状分析：フィールドワークによる課題と魅力の発見

目黒区がホームページで提供している「めぐろウォーキングマップ 」を使用し、チームメンバーで掲

載されているルートを実際に歩いて検証した結果、以下の発見があった。

[6]

隠れた魅力：実際に歩くことで、普段は行かないスポットなど新たな目黒区の魅力を発見できた

情報不足：反面、掲載スポットが少なく、散策ルート上の見どころが乏しい

使いづらさ：文字と画像のみの情報提供で、事前にGoogleマップへ目的地を登録する必要がある
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産官学民の連携による「共創型」推進体制

本プロジェクトは、プラットフォームの開発とデータ分析を都立産技大チームが主導し、行政のサポ

ートのもと目黒区での実証実験を実施、コンテンツの生成を区民が担う役割分担で推進する。

プロジェクト統括・開発・検証：都立産技大チーム

プラットフォームの開発、UXデザイン（ナッジ実装）、データ解析、効果検証

支援：目黒区

実証フィールドの使用許可、Proof of Concept(概念実証、PoC)のための市民への呼びかけ

コンテンツ作成：目黒区民、在勤・在学者

ルート情報の作成、サービステスターとしてのPoCへの参加

3. 実現までの流れ
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実現する主体

必要な資源と
調達方法

「あるものを活かす」ことでフェーズ0/フェーズ1の確実な実行を実現する

都立産技大の学生が大学や研究室のリソースを活用し、プラットフォームの開発とフェ

ーズ1の運営を遂行する

区民参加型のユーザー生成コンテンツ（UGC）を基本とすることで、コンテンツの調

達コストをゼロにする

システム基盤にクラウドサービスを使用することで、小さくはじめることのできるスケ

ーラビリティのある運用を行う

目黒区が公開している「みどりの散歩道 」や「目黒の坂 」などの既存情報を初期コ

ンテンツとして活用する

[7] [8]

高価なビーコンやセンサーではなく、安価で量産可能な「QRコード」を各スポットに

置いていただくことで低コストでチェックポイントを大量に用意する

フェーズ0および1では都立産技大のPBL活動の一環として、学内の活動費を利用し、外

部からの大規模な資金調達を待たずに着手する

実現までの
プロセスと
時間軸

スモールスタートで成功モデルを作り、全域へ拡張する段階的なプロセス

フェーズ0（開発・プロトタイピング: 2025年度、場所：都立産技大学内）

2025年4月より、歩行意欲を高める各種手法について学内で調査検討

2025年10月より、それら手法を取り入れたプロトタイピングを実施 *

2025年12月-2026年1月で、学内での予備実験を予定

フェーズ1（実証実験: 2026年度、場所：目黒川周辺エリア（仮））

2025年12月目黒区への提案を実施

2026年1-3月で、実証実験に向けて協議

2026年春に実証実験として桜シーズンの目黒川周辺でのパイロット導入を目指す

フェーズ2（展開・拡張: 2027-2029年度、場所：目黒区全域）

フェーズ1での効果検証に基づき、対象エリアを住宅街や商店街全域へ拡大。飲食店などの地

域事業者と連携することで地域活性化効果を高める。

ヒト

モノ

カネ

COG 2025 目黒区 x 東京都立産業技術大学院大学 

* MeguroCal
プロトタイプ
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持続的かつ安全な運用のための想定リスクと対応策

歩きスマホによる事故

サービスの思想として、ルートのスタートとゴールでのみ開く設計とし、移動中に開く理由を

作らない

QRコードは立ち止まって安全に読み込める場所に限定して設置する

適切なQRコードの管理

改ざん防止：区や店舗の施設内など、改ざんリスクの低い場所への設置を検討する

プライバシー・個人情報

位置情報の取得は行わず、ルートの作成はQRコードの読み込みをトリガーとする

個人情報の取得と管理に関しては「東京都立産業技術大学院大学における研究データの保存等

に関するガイドライン」「東京都公立大学法人における個人情報の適正な管理に関する規程」

に基づき、適切な運用を行う

効果検証

各種施策が目指す効果をもたらすことを示すために、 プラットフォームの利用ログと人流デー

タを組み合わせて統計解析し、「どれだけ人が動き、健康効果があり、地域活性化に影響があ

ったか」を定量的に検証、下記のSDGs目標に対して効果測定を行う

Goal 3（すべての人に健康と福祉を）：歩数や歩行距離から、運動習慣の定着度と健康増進効

果を検証

Goal 11（住み続けられるまちづくりを）：地域スポットへのチェックイン数やリピート率か

ら、地域への愛着の向上を検証

Goal 17（パートナーシップで目標を達成しよう）：公共施設・地域事業者の商店や飲食店の

訪問数から、地域活性化の程度を検証
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想定リスクと
その対応策

COG 2025 目黒区 x 東京都立産業技術大学院大学 
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